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令和７年 第２回京丹後市教育委員会会議録（詳細）     <２月３日（月）> 

 

〔招 集 者〕 京丹後市教育委員会教育長 松本明彦 

〔被招集者〕 野木三司  関 美幸  田村浩章  安達京子 

〔説 明 者〕 教育次長 川村義輝  教育理事 起須周平 

 教育理事兼総括指導主事 久保有紀  教育総務課長 西村 隆 

 理事兼学校教育課長 上羽正行  生涯学習課長 松本 優 

 スポーツ推進室長 下戸裕子  文化財保存活用課長 村田雅之 

〔書 記〕 教育総務課主任 松下晃太郎 

 

<松本教育長> 

ただいまから「令和７年 第２回京丹後市教育委員会定例会」を開会いたします。 

皆さん、おはようございます。 

先月は中旬に大雪警報による臨時休業等の対応はありましたが、比較的穏やかで過ごしや

すい新年の幕開けとなりました。しかし２月に入り、明日以降は今季最強寒波の影響で、北

海道から九州の日本海側を中心に災害級の大雪となる恐れもあるという予報が出ており、そ

うした情報をしっかりと確認しながら、学校現場や社会教育の現場で、丁寧で安全な対応を

早め早めに進めていく必要があると考えています。 

また１月は、総合教育会議への出席、さらには市の教育フォーラムへも出席いただきあり

がとうございました。 

総合教育会議では、昨年度多くの有識者等の委員の皆様にお世話になりまとめた「京丹後

市の新たな教育・人材育成の在り方に関する検討会」最終案も十分に参考にしながら、本年

度１年をかけて検討を進めています、市の新たな教育振興計画案の進捗状況とその内容につ

いて御意見をいただきました。また新たな教育振興計画と大変関連の深い新たな教育大綱案

についても多くの御意見をいただきました。 

また教育フォーラムでは、本市教育委員会が強力に推進しているグローバル人材育成プロ

グラムを中心とした教育について、教育関係者だけでなく、多くの市民の皆様に発信する大

変よい機会となったと感じています。特に講演いただいた前さいたま市教育長の細田眞由美

先生には、さいたま市の充実した計画的な実践について紹介いただいただけでなく、本市の

取組についてもその共通性や先進性を強く価値づけていただき、聞いていた教職員や市民の

皆さんに本市の進めている方向性についてしっかりと評価いただく機会にもなったのではな

いかと感じています。 

本日は、「令和７年度全国学力・学習状況調査の実施について」の審議と報告１件を予定

しています。 
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どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

<松本教育長> 

それでは、令和７年第１回教育委員会（１月定例会）開催後の諸会議、行事等を中心に、

教育長報告をさせていただきますので資料をご覧ください。 

１月６日は仕事始め式ということで賀詞交歓会と新年の行事がございました。教育委員会

事務局のほうでも新年の式をしています。 

１０日は先ほど申しましたように大雪警報ということで、臨時休業したところや午後から

登校したところなど学校によって対応は異なりましたけれども、そういう対応がありまし

た。 

１２日には市の消防出初式が非常に天気のよいもとで実施されました。 

それから、１月はいよいよ来年度予算に関わって様々な会議が行われているところです。 

１９日には、先ほど申しましたように京丹後市の教育フォーラムということで、例年以上

に多くの方々に参加いただいて実施できたことは大変よかったというふうに思います。 

また２１日には、急ピッチで進めております丹後震災記念館耐震化・利活用検討委員会を

行っています。 

２３日には１月臨時会ということで、補正予算等の審議と総合計画についての審議等がご

ざいました。 

２４日には、先ほど申しました総合教育会議ということでお世話になりまして、２つの計

画について御意見をいただいたところです。 

２６日には、市の文化財防火訓練ということで、本年度は島津の蓮華寺にて防火訓練の視

察をさせていただきました。 

また２７日には、京都府主催のきょうと健康長寿推進丹後地域府民会議が京都府丹後保健

所で実施され、健康状況についてのお話だけではなく、令和４年度の出生数等も公表されて

おりまして、令和４年度の丹後管内の出生数が５００人を切っていて非常に厳しい状況にあ

るというような報告もされたところであります。 

そして３１日には、府の都市教育長会議が木津川市で実施されまして、視察のほうは、国

宝の浄瑠璃寺と、福寿園が新たにつくっておられる４月オープンの施設で、体験型の様々な

イベントもできるような山城館という施設を見せていただきました。今後木津川市といろい

ろ交流があるので、そうした意味で交流していく上では、子どもたちが見ても大変楽しめる

し体験もできるよい施設になっているのではないかなというふうにも感じさせていただいた

ところです。 

以上で、１月の行事予定を中心に御報告させていただきました。何か御質問等がありまし

たらお願いします。 

 

 

<松本教育長> 
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以上で１月の行事予定を中心に御報告させていただきましたが、御質問等がありましたら

お願いいたします。 

 

 

<全委員> 

なし。 

 

 

<松本教育長> 

本日の会議録署名委員の指名をいたします。 

田村委員を指名しますのでお願いします。 

 

それでは、お手元の会議次第に沿って議事を進めさせていただきます。 

 

 

<松本教育長> 

初めに、議案第３号「令和７年度全国学力・学習状況調査の実施について」を議題といた

します。 

事務局から提案理由の説明をお願いします。 

 

 

<川村教育次長> 

議案第３号でございます。 

資料１の令和７年度全国学力・学習状況調査の実施について（通知）をご覧ください。 

中段に記載のとおり、令和６年度からの変更点は、中学校理科において、生徒が活用する

ＩＣＴ端末等を用いた文部科学省ＣＢＴシステムによるオンライン方式（以下「ＣＢＴ」と

いう。）及びＩＲＴ（項目反応理論）を活用することとなります。 

次に資料２の令和７年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領をご覧ください。 

３（１）にあるとおり、小学校は６年生、中学校は３年生の全児童生徒を対象として調査

を実施します。 

４（１）にあるとおり、調査教科については、小学校調査は、国語、算数及び理科、中学校

調査は、国語、数学及び理科です。また国語と算数・数学、そして小学校の理科は、冊子を用

いた筆記方式となり、中学校理科はＣＢＴで実施されます。 

令和７年度の調査実施日は、２ページ５（１）にありますとおり、４月１７日木曜日とし、

小学校調査では、教科に関する調査時間は４５分、中学校は５０分です。質問紙調査につい

ては、ＣＢＴ化に伴い、４月１８日金曜日から４月３０日水曜日までの間で、各学校の状況

に応じて期日を設定し、実施します。 

なお調査は、地教行法第２１条第１７号の規定により教育委員会の職務権限とされており、
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市教育委員会の判断において市全体の結果、また学校ごとの結果について公表を行うことと、

学校に対し公表するよう指示することが可能となりましたが、本市では、市全体の数値と分

析結果、また今後の改善方策も併せて、市の広報により公表しています。 

この公表に係る点について、令和７年度の取扱いについては、基本的には例年と同様にし

たいと考えていますが、他市の状況等も踏まえ、改めて教育委員会議で審議いただくことと

し、本日の委員会においては、令和７度全国学力・学習状況調査の参加、実施についてのみ、

御審議いただきたいと思います。 

以上、よろしく御審議いただきますようお願い申し上げます。 

 

 

<松本教育長> 

議案第３号を説明させていただきました。 

御質問、御意見等がございましたらお願いします。 

 

 

<田村委員> 

例年の学力・学習状況調査ですけれども、参加実施について、私は今年も参加するべきだ

というふうに思います。 

理由としては、子どもたちは６年生、中３というような、学年の経年は見られないんです

けれども、もちろん６年生は３年後中３でなんですけれども、本市の教育の環境の在り方、

そしてまた、子どもたちの家庭の状況についてしっかりと把握ができるというところが、本

市の教育のシステムというか、教育環境全体について、経年で見ていくことができるという

ところで、ぜひ参加すべきだというふうに思います。 

また、データの公表の仕方等については改めてということで、今回は参加の是非なんです

けれどもぜひ参加をすべきだと思いますし、そのデータについても、どこまで細かいデータ

がこちらに伝わってくるのか分かりませんが、今後、ただ京都府と全国との比較だけではな

い、何か利用の仕方等々を考えていくべきではないかなというふうにも考えておりますので、

参加に賛成です。 

 

 

<久保理事兼総括指導主事> 

ありがとうございます。中学校理科で初めてＣＢＴ化になるということで、動画みたいな

ものも入りながらのテストになりそうだということも分かっておりますし、ＩＲＦと言って、

問題が公表されずに、毎年同じ程度の問題をきっちりと与えていって、問題によっての差が

ないようにというシステムも今回新たに入るということですので、初めてそういったテスト

をＣＢＴで受けていくということなので、こちらとしては環境面もしっかりと、子どもたち

が受けるときに困ることがないように迎えたいなと思っているところです。 
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<田村委員> 

そこのところなんですけれども、個人で持っている端末でオンラインで生で問題を見ると

いうことなのでしょうか。 

 

 

<久保理事兼総括指導主事> 

一定期間、何日に受験するということを決めればその日に受けるという形にはなるんです

けれども、欠席したときの対応とかもきちんとあります。 

 

 

<松本教育長> 

タブレットの使い方とか、そういうふうな慣れというところも影響がないよう、丁寧に使

用しながら慣れておくということも、スムーズに学力・学習状況調査を実施するポイントか

なというふうにも捉えています。 

 

 

<田村委員> 

環境に差が出たりということがないようにですね。 

 

 

<久保理事兼総括指導主事> 

それが一番大事だと思っております。 

 

 

<松本教育長> 

そのほか何かございませんでしょうか。 

それではお諮りします。 

議案第３号「令和７年度全国学力・学習状況調査の実施について」につきまして、承認に

御異議ございませんか。 

 

 

<全委員> 

異議なし。 

 

 

<松本教育長> 

異議なしと認め、承認いたします。 
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<松本教育長> 

次に、本日追加報告１件を準備しています。 

会議の非公開についてお諮りします。 

報告第２号は京丹後市教育委員会会議規則第１６条第１項第２号の規定により、非公開と

してよろしいでしょうか。 

 

 

<全委員> 

異議なし。 

 

 

<松本教育長> 

異議なしということで全員の賛同を得ましたので、報告第２号については非公開といたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（非公開部分省略 報告第２号について報告） 
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<松本教育長> 

これより会議を公開といたします。 

 

 

<松本教育長> 

以上で本日の議事は全て終了させていただきました。 

続いて、４のその他ということで各課報告を順次いたします。 
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<川村教育次長> 

諸報告①「共催」「後援」に係る１月期承認について、別紙、京丹後市教育委員会「共

催・後援」申請に係る承認報告書をご覧ください。 

承認案件は２件です。 

不承認案件が１件ございますので、内容を御説明いたします。９ページをご覧ください。 

事業名は「ＳＴＥＡＭ教育 特別ワークショップ ロボット作製無料体験会」で、主催者

並びに申請者は、坂本純子 氏 となっています。 

内容は、ロボット教室の体験会でレゴのようなブロックを使い、一人一体のロボットを作

成するというもので、参加費は無料です。 

不承認とする理由は、本事業の主催者及び事業内容が京丹後市の後援に関する事務取扱要

領第３条第２項第３号「特定のものに対する援助、助長等につながる事業」に該当すると判

断されるためです。 

この判断については、後援・共催に関する基本的な考え方の、１の（４）によるもので、

一個人や私企業が主催運営する事業等については、原則として承認しないこととなってお

り、また、例外扱いの条件である、公共性・公益性があると認められるか、市政との関わり

が極めて密接かどうかという点において、認めるには及ばないと判断したものです。 

また、今回提出された資料を精査したところ、令和６年１１月２７日付け６生涯第１９３

９号で後援不承認とした「ヒューマンアカデミーＳＴＥＡＭスクール ロボット作成無料体

験会」と内容が酷似しており、事業計画書やチラシのサンプルに「ヒューマンアカデミー」

の記載があることから、同一の事業者が関与している事業であり、私企業の事業であると判

断し、後援を不承認とするものです。 

以上でございます。 

 

 

<上羽理事兼学校教育課長> 

それでは続きまして、２月の学校行事予定をご覧ください。 

２月には、ＰＴＡの総会でございますとか、期末テスト、また、小中学校では体験入学等

も行われ、いよいよ新年度に向けての動き出しが始まったというところです。 

１日土曜日には、各中学校で年度末総会が開催されました。 

今週の６日には、ここに掲載していませんが、弥栄中学校で遠隔教育を実施していただい

ております木村先生が直接来られる対面授業を予定しています。雪の具合が非常に心配され

ますので、その辺も適切に判断をしていきたいと考えています。 

７日金曜日には、卒業写真の撮影等が峰山小学校で行われる予定になっています。 

土日を明けまして１０日には私立高校の入試、１２日には峰山小学校等で体験入学や、ほ

かの学校でも卒業写真の撮影が行われるということになっています。 

その週末、１５、１６の土日ですが、各小学校で、参観や年度末のＰＴＡ総会が開催され

るということになっています。 

１７日の月曜日には、府立高校の前期選抜のテストが行われるということになっていま



9 

す。 

中学校では、１９から２１にかけて、また、その翌週の２５から２７の日にかけて、期末

テストが行われることになっていますし、先ほど申し上げました府立高等学校の前期選抜の

合格発表は２５日の火曜日に行われる予定となっています。 

２月の予定は以上でございます。 

 

 

<松本生涯学習課長> 

続きまして生涯学習課が所管しております２月の行事予定を御紹介させていただきます。 

今日３日月曜日から６日木曜日にかけて市内各小学校で、主催事業としまして親のための

応援塾・子育ておしゃべり交流会を開催いたします。 

１５日土曜日は令和６年度スポーツ体験教室ということで、スポーツ協会主催ということ

で、バドミントンをメインにしまして、モルック等のスポーツの体験教室の開催をされま

す。 

２１日金曜日は令和６年度人権啓発講演会ということで、インターネットと人権～未来の

ために学ぶデジタル時代のリテラシー～と題しまして、京丹後市主催の啓発講演会が開催さ

れます。そのほか、ご覧のような事業を予定しています。 

以上です。 

 

 

<村田文化財保存活用課長> 

文化財保存活用課からです。 

京丹後市教育委員会では、長きにわたり網野銚子山古墳の整備工事を行ってまいりました

が、その完成を間もなく控えています。その完成を記念した、史跡整備の完了記念イベント

を４月の後半に実施する予定としています。 

この整備完了と史跡整備の記念イベントの実施を広く周知するために、昨年の１１月に大

阪のはにコットでＳＮＳキャンペーンを実施しましたが、今回京丹後市内においてもこのＳ

ＮＳキャンペーンを既に実施しています。ＳＮＳでキーワードを投稿いただいた方が、最寄

りの資料館で画面を提示していただきますと、京丹後市内の古墳や墳墓、その他出土品の写

真を使ったオリジナルロール付箋を差し上げています。 

こういったイベントをしていますので、皆さんも御承知おきいただけたらと思います。 

以上です。 

 

 

<松本教育長> 

全体を通して何か御質問、御意見等がございましたらお願いします。 

ないようでしたら、以上で第２回京丹後市教育委員会定例会を閉会いたします。 

御苦労さまでした。 
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<閉会 午前９時３０分> 

 

〔 ２月臨時会 令和７年２月１４日（金） 午前８時４５分から 〕 


